
NOC技術ノート No.128 

フェノール系老化防止剤ノクラック *200,NS-6, SP 

の耐屈曲き裂防止能について (2)

多くのゴム製品，特にタイヤ，ベルト等の屈曲疲労に

よる破壊については，以前より各方面にわたって検討が

行なわれてきましたが，まだ良好な改良法は見出されて

VヽなIi',

前回はこのゴム製品の屈曲疲労による破壊の改良法を

検討する一端にしてボリマーの種類，および架橋形態に

よる影響について，検討を試みました．引き続きこの屈

曲破壊に対する充填剤の影響について，検討を試みたと

ころ， NR トレッド配合においてチャンネルブラックを

増量させると屈曲によるき裂速度は上昇するこにがわか

った． このことは， Oooper2>によって見出されている．

さらに， SBRカーボン配合においても，カーボンブラッ

クを増量させると， NRと同様にき裂速度は上昇する．

このことも， Breckley3>によって見出されている． ま

た，同氏はクレイを10~20部配合すると，カーカスでも

トレッドでも，き裂抵抗性を著しく改良することも見出

している．タイヤ等においては耐摩耗性を向上させる点

等の目的でカーボンブラックの増量が要求されるが，こ

の屈曲き裂性のためにある程度の制約に廿んじなければ

ならないこのカーボンプラックの増量に伴う屈曲き裂

速度の上昇の一原因にして， Carlton•>によるとカーボン

ゲルの生成が上げられる．その理由として，カーボンゲ

ルの生成によるモジュラスの上昇があげられる．このカ

ーボンゲル生成を抑制する方式として， Watson5>はラ

ジカル受容体を配合するこにを試みている．その結果を

（図ー 1)に示す．
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（図ー1)ゲル量に及ぼすラジラル受容体の影響
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このカーボンゲルの生成機構については，大北氏6) ら

によると次のようである. (R: ゴム分子， B:カーボ

ンブラック）

R-R-―→ R•+R・（ゴム分子の切断）

B-H+R• 一→B•+R-H (水素原子の引抜き）

B•+R ・―-―→B-R (ブラックとゴム分子との

結合）

すなわち，この繰返しによって，ゴム分子のセグメント

で網状化したカーボンゲルができるはずである． したが

って，ピクリルヒドラジルはゴムラジカルとの結合で消

費され，チオフェノールはあたかも素練り促進剤の役割

を果たすことになる．

以上のように，種々検討が行なわれているが，屈曲き

裂に対する顕著な改良法が見出されていないこの屈曲

き裂に対する一つの改良法として，前回2)のSBRを用

いた場合に引続き，今回は NRに対してフェノール系老

化防止剤ノクラック ~200, NS-6, SPを屈曲き裂防止剤

にして用いた場合の性能について下記の様な実験を行な

ったので，ご紹介いたします。

加硫時間と耐屈曲き裂成長性との関係を（図ー2)に

示す．この図から，耐屈曲き裂成長性の順位はほぼノク

ラック ~200, NS-6, SPブランクとなっている．そして

各試斜の耐屈曲き裂成長性は加硫時間によってかなり異

なるこにから，各試斜について加硫試験を行ない，各試

料の加硫物引張特性（表ー2) を検討した．その結果よ

り，試料ノクラック ~200, NS-6, SPはブランクより

300%モジュラスが僅かに低い程度である．このことか

ら，前回1) と同様に Auerによる300%モジュラスと耐

屈曲き裂成長性にの関係を（図ー3)に示す．この図か

ら 300%モジュラスにかかわらず試料ノクラック ~200,

NS-6, SPはプランクより耐屈曲き裂成長性が優れてし

るが，試料ノクラック ~200, NS-6, SP間には優意性ガ

認められないようである．
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これ以下，略号を用いる．

3. 屈曲試験

実験条件： JISK 6301-'69に準拠 (cutgrowth法）

試験機： De Mattia式屈曲試験機，試験温度：室温

(20~25℃) 

試験片加硫条件： 150℃ X20,25,30,40,60, 120分．

初期き裂： 2mm 

4. 加硫試験

150℃， プ レス加硫

引張試験条件： JISK 6301-'69に準拠

引張試験機：テンシロン，引張速度： 500 mm/min 

試験片： JISタンベル状3号形
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図—2 加硫時間と耐屈曲き裂成長性との間係
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表ー2 加硫物引張特性 加硫温度 140℃
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図 3 300%モジュラスと用屈曲き裂成長性との間1系
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〔訂正〕

NOC技術ノート No.125 

M.P.C. black M. P. C. black 50 

Me,eop<obeoeo<hinole)→ Me,eop<obeoeo<hiosole 0.8 

Praffin wax 

sulfur 3.0 
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